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自
宅
か
ら
始
ま
る
国
際
交
流

外
国
人
留
学
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
世
界
各
国
か
ら
来
熊
す
る
外
国
人
高
校

留
学
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
受
け
入
れ
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん

か
。

■
受
入
期
間

❶
令
和
２
年
３
月
下
旬
～
令
和
３
年
２
月

上
旬

❷
令
和
２
年
４
月
上
旬
～
令
和
３
年
２
月

下
旬

問
公
益
財
団
法
人
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
熊
本
支
部　
☎（
３
３
９
）２
５
５
７

❸
令
和
２
年
８
月
下
旬
～
令
和
３
年
７
月

上
旬

※
い
ず
れ
も
２
カ
月
～
３
カ
月
の
受
け
入

れ
も
可
能
で
す
。

　
留
学
生
は
英
語
を
話
し
ま
す
が
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
英
語
が
話
せ
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
。
生
徒
が
日
本
語
を
覚
え
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
（「
Ａ
Ｆ
Ｓ
」
で
検
索
）

剪せ
ん
定て
い
樹
木
を
回
収
し
ま
す

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
費
用　
無
料（
ご
み
袋
不
要
）

■
処
理
の
対
象
と
な
る
樹
木

　
住
宅
敷
地
内
の
庭
木
、
生
け
垣
な
ど

■
処
理
で
き
な
い
樹
木

　

皮
膚
病
の
原
因
に
な
る
木（
は
ぜ
、
漆

な
ど
）、
実
の
付
い
た
木
、
木
の
根
、
釘

や
針
金
が
付
い
た
木
、
建
築
廃
材
、
竹

■
注
意
事
項

❶
広
が
っ
て
い
る
枝
は
落
と
す

❷
直
径
15
㌢
以
内
、
長
さ
２
㍍
以
内

❸
土
や
小
石
な
ど
を
混
入
さ
せ
な
い

■
申
込
方
法

　
11
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
予
約
制
）。

問
環
境
生
活
課　
ご
み
減
量
推
進
係　
☎
２
３
２
）２
１
１
４

家
庭
か
ら
多
量
に
発
生
す
る
剪
定
樹
木
を
回
収
し
チ
ッ
プ
状
に
し
ま
す
。

チ
ッ
プ
に
は
雑
草
の
発
生
を
抑
制
す
る
効
果
や
、
土
の
乾
燥
を
防
ぐ
な
ど
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。
希
望
者
に
は
、
処
理
施
設
に
て
無
料
で
チ
ッ
プ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
今
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、

11
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

問
熊
本
西
年
金
事
務
所　
☎（
３
５
５
）３
２
６
１

付
し
た
人
に
は
、
翌
年
２
月
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
１
月
～
12
月
ま

で
に
納
付
さ
れ
た
全
額
が
所
得
税
や
住
民

税
の
「
社
会
保
険
料
控
除
」
対
象
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
家
族
の
分
を
納
付
さ
れ
た

場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
必
要
な
た
め
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年金制度に対する理解を深めていただけるよう普及・啓発活動を行っています

11月は「年金月間」、11月30日は「年金の日」です
退職予定者セミナー
　退職後の生活変化に対応する心構えと知識を学べる無
料セミナーです。
■日時　毎月第２㈯
　　　　午後１時30分～（２時間程度）
■場所　街角の年金相談センター熊本

（熊本市中央区花畑町４－１　太陽生命熊本第
２ビル３階）

■内容
❶年金の受給要件・受給金額・再就職後の年金受給など

について
❷雇用保険制度・失業手当について
❸健康保険制度について
❹年金と税について
■申し込み・問い合わせ
　街角の年金相談センター熊本
　☎（206）2444

一日年金出張相談所
■注意事項
　予約はできません。個人記録に関する相談は、「年金
手帳」など基礎年金番号がわかるものと「運転免許証」
などの身分確認ができるものが必要です。代理人が相談
する場合は、委任状と代理人の身分確認ができるものも
必要です。
■日時　11月29日㈮
　　　　午前10時～午後３時
■場所　❶ゆめタウン光の森　本館２階
　　　　　北側エスカレーター横
　　　　❷鶴屋百貨店　地下２階　パーキング連絡通路
■問い合わせ
　場所❶について　熊本東年金事務所
　　　　　　　　　☎（367）2503
　場所❷について　熊本西年金事務所
　　　　　　　　　☎（353）0142

❷メール：ホームページに掲載している応募用紙に入力
し、撮影した写真データ（JPEG 形式、１回の送信容
量５ＭＢ以下）を添付してください。

※応募先は、三里木町民センターのみです。
※作品は、菊陽町男女共同参画の啓発資料として使用し

ます。
■賞品
　グランプリ　　５千円相当の賞品券
　準グランプリ　３千円相当の賞品券
　特別賞　　　　２千円相当の賞品券
※令和２年１月25日㈯の「よかつれフェスタ2020」で

表彰します。
■申し込み・問い合わせ
　菊陽町男女共同参画さんさんの会事務局
　（三里木町民センター内）
　〒869-1101　菊陽町大字津久礼2962番地2
　☎（232）5536
　メールアドレス　sanrikisenta@town.kikuyo.lg.jp

■応募資格
　町内在住または町内の事業所に勤務する人（プロの写
真家を除く）
■募集作品
　家庭、職場、地域において、いきいきと活動している
様子を撮影したもの。
■作品規定
◦おおむね１年以内に撮影したもの（一人１点のみ）
◦自作かつ未発表のもの（合成・加工したものは対象外）
◦肖像権・プライバシーに侵害が生じないよう撮影者が

責任をもって被写体の人物へ承諾を得ること
■選考方法

よかつれフェスタ実行委員会により、グランプリ１人、
準グランプリ１人、特別賞１人を決定します。

■募集期間　11月５日㈫～12月６日㈮
■応募方法
❶持参・郵送：応募用紙（ホームページ、役場総合案内、

各町民センターに設置）と２Ｌサイズの写真を提出
　※郵送の場合、12月６日㈮消印有効

よかつれフェスタ2020

チップ状に粉砕された樹木

実施日 搬入時間 回収場所

12月1日㈰

午前９時～11時 菊陽町役場　車庫北側駐車場

午後１時～２時 武蔵ヶ丘コミュニティセンター　駐車場

午後３時～４時 新山白鈴公園

年齢、性別に関わりなく、それぞれの個性と能力を発揮し、家庭、地域、職場などあらゆる分野
で平等に責任を担いあっていく社会「男女共同参画社会」推進のため、意識啓発を目的にフォト
コンテストを開催します。

いきいきフォトコンテスト
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　「藤原道山×SINSKE コンサート」を９月21日、図
書館ホールで開催しました。このコンサートは（公財）
熊本県立劇場の助成を受けて、菊陽町図書館ホールの
自主文化事業として実施したものです。
　コンサートには、尺八奏者の藤原道山さんとマリ
ンバ奏者の SINSKE さんのデュオが出演。「昭和」を
テーマに、クラシックや日本唱歌、ポップスなど名曲
の数々を演奏し、洗練された味のある音色で来場した
400人の観客を魅了しました。

菊陽町図書館ホール芸術文化公演
藤原道山×SINSKE コンサート～和★ SHOWA ★～

心地よい和の音色がホール中に響き渡りました

　第27回菊陽町すぎなみ旗争奪中学校軟式野球大会
が９月21日・23日、菊陽町民グラウンドを主会場に
開催されました。
　台風の影響で日程がずれるイレギュラーがありまし
たが、今大会には10チームが参加。決勝戦では延長
戦にもつれ込んだ熱戦を、合志中学校が制しました。
大会の結果は次のとおりです。
　優　勝　合志中学校
　準優勝　大津北中学校

悪天候にも負けず
第27回菊陽町すぎなみ旗争奪中学校軟式野球大会

優勝した合志中学校

　９月12日～22日の11日間、バッカスマーシュ・グ
ラマー校の生徒17人が菊陽町にホームステイに訪れ
ました。
　この事業は、オーストラリアの人との交流を通して
子どもたちに外国語によるコミュニケーション能力と、
国際社会に対応する能力を身に付けてもらうことを目
的として、２～３年に１度行われているものです。平
成10年度から行われ、今回のホームステイ受け入れ
で13回目です。
　訪れた生徒たちは、町の全ての小・中学校を訪問し、
たくさんのことを経験していました。菊陽南小学校で
は鼻ぐり井手のガイドを行い、菊陽中学校では英語の
授業に参加するなどして、積極的に交流を行う姿があ
りました。また、人吉の視察研修では、伝統工芸品作
りを通して熊本の文化についても学ぶことができまし
た。
　ホームステイを受け入れた家族からは「文化や生活
習慣の違いなどを学べて貴重な経験ができました」な
どの感想が上がりました。

バッカスマーシュ・グラマー校　ホームステイ
菊陽へようこそ

1

1歓迎会で交流を深める両校
生徒たち
2英語の授業でハイタッチ
3菊陽中学校の生徒と笑顔で
写るバッカスマーシュ・グラ
マー校の生徒たち

3

2
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